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長
野
県
で
五
十
二
年
ぶ
り
と
な
る
全
国
植
樹
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県
民
植
樹
祭
が
五
月

二
十
一
日
か
ら
県
下
十
ヵ
所
で
行
わ
れ
、
六
月
五
日
に
長
野
市
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
ア
リ
ー
ナ

エ
ム
ウ
ェ
ー
ブ
で
、
私
た
ち
に
様
々
な
恵
み
を
与
え
て
く
れ
る
森
林
を
県
民
が
協
働
し
て
守
り
、

活
か
し
、
未
来
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
を
全
国
に
発
信
す
る
場
と
し
て
、
天
皇
、
皇
后
両
陛

下
が
ご
出
席
さ
れ
、
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
67
回
全
国
植
樹
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

記
念
式
典
で
は
、
天
皇
、
皇
后
両

陛
下
に
よ
り
、
長
野
県
ら
し
い
林
業

樹
種
、
歴
史
・
文
化
に
関
わ
り
の
あ

る
樹
種
、
地
域
の
森
林
を
代
表
す
る

樹
種
か
ら
、
ヒ
ノ
キ
や
シ
ナ
ノ
キ
な

ど
六
種
類
の
苗
木
が
お
手
植
え
さ
れ
、

カ
ラ
マ
ツ
や
シ
ラ
カ
バ
な
ど
四
種
類

の
種
子
が
お
手
播
き
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
代
表
者
記
念
植
樹
、
記

念
式
典
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
大
会
宣

言
、
リ
レ
ー
セ
レ
モ
ニ
ー
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

記
念
式
典
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
、
山
ノ
内
町
の
Ａ
Ｂ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
で

森
林
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
歌
舞
伎

俳
優
の
市
川
海
老
蔵
さ
ん
が
、
勧
進

帳
の
「
延
年
の
舞
」
を
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
ほ
か
、
プ
ロ
ロ
ー
グ
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
で
は
「
御
柱
祭
」
の
木
遣

り
歌
や
、「
な
が
の
祇
園
祭
」
の
権

堂
町
勢
獅
子
、「
御
代
田
の
龍
神
ま

つ
り
」
の
龍
神
の
舞
な
ど
が
出
演

し
、　

結
び
の
エ
ピ
ロ
ー
グ
で
は
、

松
本
蟻
ケ
崎
高
校
書
道
部
の
書
道

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
続
い
て
、
宇
宙

飛
行
士
の
油
井
亀
美
也
さ
ん
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
あ
り
、
最
後
に
唱
歌
「
ふ

る
さ
と
」
の
大
合
唱
で
閉
幕
と
な
り

ま
し
た
。

天皇皇后両陛下によるお手播き

式典と記念植樹に参加された組合役員の皆さん 市川海老蔵さんの延年の舞
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平
成
28
年
度
北
信
州
植
樹
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

…
… 

第
67
回
全
国
植
樹
祭
県
民
植
樹
と
し
て
開
催 

…
…

五
月
二
十
一
日
に
飯
山
市
「
菜
の
花
公
園
」
と
「
上
野
の
森
」
を
会
場
に
、
平
成
二
十
八
年
度

北
信
州
植
樹
祭
が
、
第
六
十
七
回
全
国
植
樹
祭
県
民
植
樹
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

北
信
州
植
樹
祭
は
、
北
信
地
域
に
お
け
る
健
全
な
森
林
づ
く
り
と
、
緑
豊
か
な
環
境
整
備
を
進

め
、
潤
い
の
あ
る
郷
土
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
管
内
市
町
村
で
開
催
さ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。

当
日
は
、
北
信
地
域
か
ら
六
百
名
の
参
加
が
あ
り
、
ヤ
エ
ベ
ニ
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
や
ツ
バ
キ
な
ど

が
植
栽
さ
れ
、
当
組
合
が
苗
木
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
育
成
し
て
い
た
マ
ユ
ミ
も
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
は
全
国
植
樹
祭
の
県
民
植
樹
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
植
樹
指
導
を
行
う
当
組
合
の
ウ
エ
ル

ン
ジ
ャ
ー
も
、
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
た
姿
で
、
子
供
達
に
も
わ
か
り
や
す
く
、
植
え
方
の
紹
介

を
し
て
い
ま
し
た
。

北
信
州
林
業
賞
の
表
彰

開
会
式
で
は
、
北
信
州
林
業
賞
の
表
彰
が

行
わ
れ
、飯
山
市
の「
上
野
の
森
の
会
」と「
犬

飼
福
島
森
林
保
護
組
合
」が
受
賞
し
ま
し
た
。

「
上
野
の
森
の
会
」
は
上
野
の
森
の
整
備

を
継
続
し
て
行
っ
て
き
た
こ
と
、「
犬
飼
福

島
森
林
保
護
組
合
」
で
は
、
森
林
境
界
明
確

化
や
森
林
整
備
な
ど
、
地
域
の
森
林
整
備
の

中
心
的
役
割
が
評
価
さ
れ
て
今
回
の
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。

表
彰
で
は
北
信
林
業
振
興
会
長
の
竹
節
山

ノ
内
町
長
か
ら
両
団
体
会
長
に
表
彰
状
と
記

念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

開会式が行われた菜の花公園

バージョンアップした造林戦隊ウエルンジャー

来賓と主催者の皆さん 上野の森の会の表彰

犬飼福島森林保護組合の表彰
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第45回全国林業後継者大会が開催されました。
「人・技・気持ち　つなげよう　未来へ」を大会テーマに飯山市で開催

全
国
植
樹
祭
の
関
連
行
事
と
し
て
、
全
国
林
業
後
継
者
大

会
が
六
月
四
日
に
飯
山
市
文
化
交
流
館
「
な
ち
ゅ
ら
」
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

林
業
後
継
者
大
会
は
昭
和
四
十
五
年
福
島
県
開
催
の
全
国

植
樹
祭
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
、
今
回
で
四
十
五
回
目
の
開

催
と
な
り
ま
す
。

来
賓
に
今
井
林
野
庁
長
官
を
迎
え
、中
島
長
野
県
副
知
事
、

足
立
飯
山
市
長
ほ
か
関
係
者
が
出
席
し
、
開
会
式
典
が
行
わ

れ
た
後
、
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
そ
し
て
大
会
宣
言
が
宣
言

さ
れ
、
次
期
開
催
県
で
あ
る
、
宇
井
富
山
県
実
行
委
員
会
会

長
が
引
継
ぎ
の
挨
拶
を
し
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
大
会
は
、
全
国
の
林
業
後
継
者
が
一
堂

に
会
し
、
森
林
を
育
む
担
い
手
と
し
て
果
た
す
役

割
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
、
健
全
な
森
林
を
持

続
的
に
育
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
豊
か
な
社
会
を

築
く
こ
と
を
全
国
に
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
を

「
育
て
、
活
き
活
き
林
業
人
」
と
題
し
て
、
技
術

士
の
大
槻
幸
一
郎
氏
が
総
合
進
行
を
行
い
、
県
林

業
大
学
校
や
県
内
で
活
動
し
て
い
る
団
体
の
活
動

発
表
や
、
当
組
合
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
使
館
の
先

進
事
例
報
告
の
後
、
出
演
者
が
パ
ネ
ラ
ー
と
な
り
、

会
場
参
加
者
と
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

意
見
交
換
で
は
、
林
業
大
学
校
の
学
生
の
発
表

で
示
さ
れ
た
、
雇
用
条
件
や
林
業
現
場
の
課
題
に

つ
い
て
、
パ
ネ
ラ
ー
が
答
え
る
形
で
質
疑
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

質
疑
の
後
、
大
槻
氏
か
ら
成
熟
期
を
迎
え
て
い

る
国
産
材
を
当
た
り
前
に
使
う
社
会
、
造
林
・
生

産
・
加
工
・
販
売
の
一
連
の
サ
イ
ク
ル
の
利
益
配

分
の
透
明
化
を
図
り
、
各
ユ
ニ
ッ
ト
相
互
の
適
正

な
競
争
と
共
存
の
中
で
、
活
き
活
き
と
林
業
を
実

現
し
、
こ
う
し
た
こ
と
に
挑
戦
し
な
が
ら
、
豊
か

な
森
林
づ
く
り
と
地
域
活
性
化
の
実
現
を
目
指
す

姿
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

大
会
宣
言
で
は
、
森
林
資
源
の
活
用
を
当
た
り

前
と
す
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
森
林
・
林
業

の
循
環
を
取
戻
し
、
森
林
を
健
全
な
状
態
で
未
来

に
引
き
継
ぐ
こ
と
を
役
目
で
あ
る
と
し
、
本
大
会

を
契
機
に
、
林
業
後
継
者
と
し
て
自
信
と
誇
り
を

持
ち
、
森
林
を
育
て
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
豊

か
な
地
域
社
会
を
築
く
た
め
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。　

トークセッション主演者をパネラーとして行われた意見交換

林業関係と木材関係の後継者代表による大会宣言

第45回全国林業後継者大会の開会式典
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後
継
者
大
会
は
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
会
場
と
な
っ
た
「
な
ち
ゅ
ら
」
全
て

の
施
設
で
、
大
会
に
付
随
し
た
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

飯
山
市
で
毎
年
開
催
し
て
い
る
ア
ス
パ
ラ
祭
り
が
、
大
会
と
併
催
で
正
面
の
芝
生
広
場

で
行
わ
れ
、
市
民
に
加
え
大
会
参
加
者
も
交
え
て
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

館
内
で
は
、
小
ホ
ー
ル
で
市
民
を
対
象
に
、
大
会
の
様
子
を
同
時
放
映
し
た
パ
ブ
リ
ッ

ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
が
行
わ
れ
、
そ
の
他
で
も
長
野
県
下
の
各
林
研
グ
ル
ー
プ
の
展
示
や
物

販
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
駐
車
場
で
は
協
賛
し
た
林
業
関
係
企
業
十
四
社
の
機
械
・
器
具
の
展
示
と
、
下

高
井
農
林
高
校
や
長
野
県
森
林
組
合
連
合
会
な
ど
の
物
販
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
大
会
は
、県
外
・
県
内
合
わ
せ
五
百
六
十
名
の
参
加
が
あ
り
、パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー

イ
ン
グ
や
展
示
に
市
民
の
方
も
百
四
十
人
余
り
訪
れ
、
総
数
で
七
百
人
余
り
と
、
た
い
へ

ん
盛
況
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

交歓の夕べに270名が参加
鬼島太鼓の演奏にアンコールも

会
場
で
は
様
々
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
終
了
後

に
、
交
歓
の
夕

べ
が
同
じ
会
場

で
あ
り
ま
し
た

が
、
会
場
転

換
の
待
ち
時
間

で
、
飯
山
市
が

企
画
し
た
「
ま

ち
な
か
ミ
ニ
ツ
ア
ー
」
で
初
夏
の
飯
山
を
散
策
し
た
り
、
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ

ン
出
演
者
の
展
示
ブ
ー
ス
で
、
引
き
続
い
て
質
疑
を
し
た
り
し
、
二
百
七
十

名
が
交
歓
の
夕
べ
に
参
加
し
ま
し
た
。

交
歓
の
夕
べ
で
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
鬼
島
太
鼓
が
披
露
さ
れ
、
地
元

食
材
や
県
下
各
地
か
ら
用
意
し
た
地
酒
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
、
全
国
各
地
の

参
加
者
同
士
で
の
意
見
交
換
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

交
歓
の
夕
べ
の
後
は
、
飯
山
市
内
の
大
会
参
加
者
特
典
協
力
飲
食
店
マ
ッ

プ
に
あ
る
十
一
店
舗
に
足
を
運
び
夜
遅
く
ま
で
、
飯
山
の
街
を
堪
能
し
た
方

も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

当組合とアジア航測などの展示ブース

駐車場で行われた林業機械展

大会と併催のアスパラ祭

なちゅら大ホールで開かれた交歓の夕べ
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イ
ラ
ン
国
か
ら
研
修
視
察

四
月
十
二
日
に
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
の
依
頼
で

「
イ
ラ
ン
国
チ
ャ
ハ
ー
ル
マ
ハ
ー
ル
・
バ
フ
テ
ィ
ヤ
ー
リ
州

参
加
型
森
林
・
草
地
管
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
係
る
研
修
を

当
組
合
で
行
い
ま
し
た
。

イ
ラ
ン
国
か
ら
は
同
国
の
経
済
企
画
庁
な
ど
か
ら
の
研
修

員
六
名
が
当
組
合
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

当
組
合
の
森
林
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｉ
Ｓ
）
を
使
っ

た
森
林
管
理
に
つ
い
て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
特
に
境
界
確

定
の
重
要
性
と
集
約
化
施
業
に
よ
り
、
雇
用
が
創
出
さ
れ
た

こ
と
が
注
目
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

韓
国
か
ら
研
修
視
察

五
月
二
十
五
日
に
は
、
東
京
大
学
大
学
院
の
依
頼
で
韓
国

森
林
庁
が
主
管
す
る
、
森
林
経
営
担
当
者
の
海
外
研
修
を
当

組
合
で
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
韓
国
代
表
団
（
山
林
庁
、
地
方
自
治
体
、
山
林

組
合
等
）
二
十
人
が
来
所
さ
れ
、
当
組
合
の
森
林
施
業
プ
ラ

ン
ナ
ー
と
集
約
化
施
業
の
取
組
み
に
つ
い
て
研
修
を
し
ま

し
た
。

香
港
留
学
生
と
の
共
同
研
究

信
州
大
学
に
香
港
か
ら
留
学
し
て
い
る
張
桂
安
君
の
卒
業

研
究
を
当
組
合
と
共
同
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

当
組
合
で
は
航
空
レ
ー
ザ
ー
計
測
に
よ
る
森
林
解
析
デ
ー

タ
を
森
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
に
取
り
込
ん
で
い
ま
す
が
、
張
君
は
地
上

レ
ー
ザ
ー
と
Ｕ
Ａ
Ｖ
（
無
人
航
空
機
）
を
含
め
た
実
践
的
な

課
題
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

五
月
二
十
七
日
に
は
、
張
君
と
信
州
大
学
の
加
藤
正
人
教

授
、
研
究
室
の
学
生
達
が
当
組
合
に
来
て
、
研
究
の
打
合
せ

と
準
備
を
行
い
ま
し
た
。 

今
後
の
成
果
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
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地
域
山
林
の
紹
介
⑦

一
般
財
団
法
人　

下
高
井
郡
山
ノ
内
町
共
益
会

共
益
会
の
山
林
は
、
五
つ
の
地
籍
（
五
輪
、
塩
路
、
竜
王
、

乙
見
沢
、
大
枩
）
か
ら
な
り
、
一
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
山

林
を
所
有
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
岩
菅
地
籍
に
も
和
合
会
と

の
共
有
山
林
が
あ
り
ま
す
。
古
く
は
江
戸
時
代
か
ら
、
湯
田

中
、
沓
野
両
村
の
人
達
が
共
有
地
と
し
て
、
自
由
に
山
林
資

源
の
採
取
が
で
き
た
地
域
で
す
。

明
治
維
新
後
の
地
租
改
正
に
伴
う
国
有
地
化
を
防
ぐ
た

め
、
林
野
に
永
久
的
な
地
上
権
の
設
置
を
し
ま
し
た
。
そ
れ

を
基
本
財
産
と
し
て
昭
和
三
年
に
共
益
会
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。

山
林
で
の
活
動

明
治
の
後
半
、
五
輪
地
籍
の
一
部
を
割
山
に
し
、
湯
田
中
各
組

に
割
り
振
り
ま
し
た
。
当
時
各
組
に
は
共
同
浴
場
が
あ
り
、
浴
場

建
て
替
え
時
に
は
莫
大
な
費
用
が
か
か
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

負
担
軽
減
を
目
的
に
、
組
ご
と
ス
ギ
、
カ
ラ
マ
ツ
等
を
植
林
さ
せ
、

そ
の
収
益
を
あ
て
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
毎

年
、
境
界
見
回
り
、
下
草
刈
り
、
雪
起
こ
し
等
を
し
て
お
り
、
現

在
も
境
界
の
見
回
り
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
五
十
六
年
、
共
益
会
山
林
の
一
部
（
大
枩
地
籍
）

を
焼
額
山
ス
キ
ー
場
と
し
て
、
株
式
会
社
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
貸

し
出
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
開

当
組
合
で
は
、
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
、
湯
田
中
各
組
山

を
含
む
共
益
会
山
林
の
一
部
で
、「
五
輪
林
業
経
営
団
地
」

を
設
定
し
、森
林
整
備
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
よ
り
、

人
工
林
を
対
象
に
作
業
道
を
開
設
し
、
搬
出
間
伐
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
平
成
二
十
九
年
度
か
ら
は
、
各
組
山
と
、
竜
王

地
籍
の
カ
ラ
マ
ツ
林
で
搬
出
間
伐
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

昔
か
ら
湯
田
中
地
区
の
人
々
の
生
活
の
一
部
を
支
え
て
き

た
、
共
益
会
の
豊
富
な
資
源
が
有
効
活
用
で
き
る
、
山
林
づ

く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

現在の森林整備の様子

間伐作業

作業道開設
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編集後記
今年は全国植樹祭関連の行事が続き、特に当

組合では全国林業後継者大会が地元飯山市で開

催ということで、本号も全国植樹祭と全国林業後

継者大会の特集のようになりました。

後継者大会の当組合ブースはたいへん盛況と

なりました。海外からの視察などもあり、当組合

の取組みが多方面から注目されているようです。

長
野
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
に
木
島
平
村
南
部
分
団
が
出
場

七
月
三
十
一
日
に
小
海
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
「
第
五
十
八
回
長
野

県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
」
で
ポ
ン
プ
車
操
法
の
北
信
消
防
協
会
代
表
と
し
て
木
島
平
村

消
防
団
（
滝
沢
良
一
団
長
・
当
組
合
利
用
事
業
室
長
）
南
部
分
団
が
出
場
し
ま
し
た
。

木
島
平
村
消
防
団
南
部
分
団
の
ポ
ン
プ
車
操
法
チ
ー
ム
の
指
揮
者
は
、
当
組
合
業
務
課

集
約
化
担
当
の
関
真
一
さ
ん
、
一
番
員
は
林
産
班
の
嘉
部
安
紘
さ
ん
が
務
め
ま
し
た
。

勤
務
後
に
夜
間
練
習
を
続
け
、
木
島
平
村
大
会
、
北
信
大
会
と
勝
ち
抜
き
、
県
大
会
へ

の
出
場
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
二
月
に
消
防
庁
か
ら
消
防
団
協
力
事
業
所
に
認
定
さ
れ
た

当
組
合
の
取
組
み
に
違
わ
ぬ
大
健
闘
で
し
た
。

当
組
合
の
取
組
み
が
平
成
二
十
七
年
度

森
林
・
林
業
白
書
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

平成27年度森林・林業白書から抜粋




